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自然通気お 
開放式石油ストーブ 



このたびは本品をお買いあばいたださ 
まことにあ0びとラございます。 

•ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書では、保証書と共に 
大切に保管しておいて<ださい。 

♦取扱説明書を紛失された場合は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 


。し 

し J 


参ま全のために必ずお守りください…- 

♦使用する場所 . 

♦各部のなまえ . 

♦使用前の準備 

ス I ブを取り出ず . 

燃料 . 

給油のしかた . 

点火前の準備と確認 . 

♦使いかた 

点火のしかた . 

炎の調節のしかた . 

消火のしかた . 

巧麗自動消火装置 . 

•点検*手入れ . 

♦故障.異常の見分けかたと処置方法’ 

♦部品交換のしかた . 

•保管(長期間使用しない場合) . 

♦廃棄ずるとさ . 

•仕様 . 

•アフターサービス . 
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裏表紙 


屋を陵 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 
KEROSENE ONLY 


誦告 

感 

換気が要 

1時間に1〜2回 

巧るとま消义 I 
給な時お义 1 

A 注意 

巧 K した持ち巧し巧ミを 

使用巧禁 


Y 日 7-4 


株式会社 1 - 31 -吉 


TOYOTOMI 


M か‘ 


取臟明書 


お使いになる刖に 


使いかた 


お手入れ 





























ま全のために必ずお守りください 


..'み#热 


M 墓:移...--..-...- 


■ 


お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、毁品を安全に正しく使巧す^〔めに、必ずお守りしすこだくことを説明してしほす。 
ここにをした表おは、誤った博いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示 で区分し、説明してしなす。 _ 

A IV I i~ r~i 、 この表のを無視して、誤った取扱いをすると、人び死 tl 、 重複を負っ危険、または义 

公 厄 I 巧 じヒ がの危険び差し迫って生じることび想をされる内容を示してし巧す。_ 

苗な >W1,,A r->MIM 。、 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 

言 口 、 W A MIM 11 、 U J 火災の可能性び想定される内容を示しています。 _ 


A r と八 I ITIO へ I 、 この表术を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を貧う可能性や物的損きの 

ZI ^/± 后、、し AU I lUINU 発生が想定されるの容をお L / ています。_ 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。__ 


この絵表示は、「禁止」され「 A . この絵表示は、「ミ主意」して 


0(D®® 
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ている巧容です。 


いただく巧容です。 


■ 


この絵表示は、必ずしてい 
ただく「指示」内容です。 


♦説日月文中の r お願い J 事項は、本機を誤りなく正しく使巧して 
いただくための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 


★ガソリン使巧禁止 I 

ガソ I 」ンなど揮諾性の高い油は、絶巧に使用しないでくださし、。 
み蛋の混入でを、火災の原因にな D ます。 


软 




ガソリン禁止 


A 警告 （ WARNING ) 


み換気觸 

• 換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあごます。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあ0ます。 

■使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結、地下室など)換気び巧巧におこなえない場所では、使用しないでください。 



換気 


女スプレー宙厳禁 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や周囲に巧置しないでください。 
熱で巧の圧力び上び D 、 爆発し、危険です。 


醒! 



★力ーテン、可燃物近接が禁 

力ーテンや‘燃えやすいちののそばなどでは使巧しないでください。 
ストーブの周囲に可燃物を置かないで<ださい。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 



0 


女巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

乾燥するとス i — ブの熱気でゆ打て落下して、义災の原因になりまず。 
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★履るとを消义 

寝ると舌やが出ずるとさは、必ず义び消えていることを確認して<ださい。 
予巧しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 


女給巧時消义 

お油は、必ず消乂し、ス I -ーブの温度び充分に下びつてからおこなつてくださし、 
乂災の原因になります。 



*1 > 

〇 


★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するをの（ガソ I 」ン、ベンジン、シンナー）や I 
スプレーを使用しないで < ださい。 

火災や巧障の原因になります。 
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使用禁止 


★やかんのせ禁止 

• やびんやなべなどをのはないでくださし、。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

• ストーブの上で湯わかしなどをおこなわないでくだごし、。 

熱湯などでやけどをしに D 、 ガラスが筒び割れた0、異常燃焼(立が)の原因になったり、油タン 
クに水び入ったり、謂び発生する原因になります。 



0 










A 注意に AUTION ) 


★居室內給油禁止 

給油は、がず火の気のないところでおこなってください。 
乂がのおそれびあります。 


★を質な油禁止 

変質灯油(持ち越した口油など）、不純灯油(な油な外の油■水-ごみび混入したむ油など)を使巧 
しないで < ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下がらない、点火でさない、火が消えない)の原因になります。__ 

★燃焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあごます。また、酷側すると义災になるおそれびあ0ます。 


★移動•運搬するときの ミ主意 

•ストーブを移動させる塌合は、必ず消火し、ストープの温度び充分に下びってから、つり手を 
持ち製品をつり下げて傾けないよラに静かに移動して < ださし、。 

つり手を斜め、横ち向に倒して持ち上げると、つり手びなけて製品び落下して危険です。 
•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースか5乾單池を取りはずして、 
油タンクの灯油を抜いてくださし、。 

運搬の途中での油びこぼれて、周囲を巧すおそれがあ D ます。 


★異常時使用禁止 

におい、すすの発生、がの状態など異常燃焼を超こしたとさは I 使用しないで<ださし、。 
緊急の帰合でをあわてずに、しんを下げて消火してください。 

★ガラスが筒の割れ使巧禁止 


ガラスが筒び欠けたり、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生するおそれびあります。 
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禁止 


を 


〇 

指示 



0 

使用禁止 



★分解 修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないで<ださい。 

ストーブは絶対に改造して使巧しないで < ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。異常燃焼やすす、油煙の発生原因になりまず。 


分稱禁止 








ををのために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 

お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる攝合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への接触による 
やけど、低温やけどや脱水症状などについて、周囲の人び充分に注意してください。__ 

女巧管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとさ及は保管ずるときは、おず巧ミ由を抜いて、電池ケースから乾聖池を取りはずしてくださし、。 
傾けたり、横倒しの状態ではイ呆管しないでください。 

义災のおそれがあります。 

• しんの手入れは、6焼きクリーニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

_火災のおそれびあ。ます。_ _ 

★廃棄ずるとき 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず油タンク巧の巧油を抜を取り、聖池ケースから乾電池を取 D はずしてくださし、 
(14 ぺージ参照） 

な油や乾輩池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 
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★次の場所では使用しない 

1 


火災や予想でさない事故や故障の原因にな D ます。 < 

:風のあたる場所、部屋の出入口、屋 か；， 



C 水平でない場所、不安定な場所 ) ■/まの肺こる場所^ 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、愧巧しないで<ださい。 

巧巧吕動消火装置び-誤作動することび友 D ます。 ^ RSm'^Tnt 

•しっか D したじょラぶな床面で使用して<ださい。 丈受基驾矣ィ省奪 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないで<ださい。 里含 It 真 iSJ 

転落したり、火がになるおそれびあ D ます。 , 芒!！-亡ム芒 

r 暖 炉などストーブが囲われる場所 ) ^ 王こ X 疋户物ろ 

♦暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしないでく 壹了节 

ださい。 广直射日光の3 

义災の原因になりまず。 •異常臓焼を起〔 

r ほこりや湿気のをい場所つ ■油タンクの _ g ^ 

•粉類や撇維をお撒う墙所や温室’蟲鶏場など、鹽やほこ D のをい しが燃性。却 
場所では使用しないでくだごい。 •爆発や义災の]! 

燃お用空気(酸索)をお入れる箇所び目づま D 状態になじ、異常燃 ( 理•美容院夕 U - 
焼を超こすぉそれびぁります。 •化を薬品びス I 

豆室•飼育室など人のいない塌戸斤 ) 性ガスの発生 I ; 

•憤用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれびあります。となります。^ 

★可燃物（木壁、合板、ふずまなど）との距離を離ず 

•ス I 'ープから可燃物との距離は、ち図の指定 L ソ上の距離をなっようにしてくだごい。 
•ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず1 m け上あけてくだごい。 

•上方の棚などからの落下物びないよラにしてくださし、。 

• カーテンなどびストーブにふれないよラにしてくださし、。 

•家具等からはち図の指定！;(上の距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発乂することびあります。） 


•風のあたる場所や屋がでは使用しないで<ださい。使 巧 禁止 
炎び出て危険です。掃除機の排気びあたらな 
いよラま意してくださし、。 

•部屋の出入□など人の適る場所、人びぶっかった0っま 
ず < 場所で使用しないで < ださい。 

転側して事故や火災び起さるおそれびあ D ます。 

r ~ 不ま定な物をのせた棚などの下 j 

• 落下物により乂がび起さるおそれびあ0ます。 
直射日光のあたる場所、温度の高い場所つ 

• 異常臓焼を起こすおそれびあ D ます。 

■油タンクの丹油びあふれ出て义 W のおそれびあ0ます。 

可燃性 ガスの発生ずる場所、またはたまる場所） 

• 爆発や义災の原因になります。 

：~理•美容院、クリ- ニ ング店などスプレ-や化学薬品を使う場所） 
•化学薬品びストーブの熱で変化し、器具の故階や、腐食 
性ガスの発生により金龐•鏡-ガラスなどを傷める原因 
_となります。^ _ _ 

111111 屈囲 ♦ImUU: 
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颇い （ NOTICE) 


打油の廃棄 1 •巧油の廃棄処分は、灯;‘由をお買いまゆになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 


★効果的に使用ずるために 

•このス I -ーブは、なるべく部屋の中央に置いていただきますと、対流効果によってお部屋の温度 
のムラがみなくなり、効果的な暖房びでさまず。 

(ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないでください。） 
•お部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させまずと、お部屋の温度のムラびよりかなくなり、 
効果的に暖房びでさます。 

(このとさストーブには直接風びあたらないぶラにしてください。） 
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各部のなまえ 













































使用前の準備_ 姻^ ^^^ …;ぉ......:。......:-.:. 


ス I ブ を取り出ず _ 

1 包装箱に表おしてある「包装の内容」をご日んになったラえ 

I で、包装箱から包装巧などを取り除を、製品を傷付けない 
ように取 D 出してください。 

f -お願い- S 

包装材は可燃物でずか6、必ず取り除いて<ださい。 


) 天板を取り出して、ガラスが筒 
-の上下にある包装材を取り出し 
てから、ガラスが筒を元どおり 
に静かに入れてください。 

-お願い-^ 

RB -25 B のガラスか筒には上 
下びあ0ます。 

ぼかしの入つている測を下にし 
て取り付けてください。 


iili 


〇天板の両側にある巧と、ガードの両 
W 側にあるつ D 手ブラケットの巧を合 
わせるよラにして、天板をガラスが 
筒にかぶせて < ださし、。 


た D 手ブラケット 


1 つ D 手を、正面側か5、ガードの両 
側にあるつり手ブラケットの巧と、 
天板の両側にある巧を通して取0付 
けて < ださい。 

:油タンク底面の脚を、置台の止め板 
J の下に、油タンクを回すようにして 
巧し込んで取 D 付けて < ださい。 

-お願い-^ 

必ず置台を取り付けて使用してください。 


付^^ 


ミ由タンク 



( t 燃料はな油 （ J 旧1号幻油）を必ず使用してくだごい。 
勇)変質阿油、不純'灯油は、絶巧に使用しないでください。 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮凳性の富い油は、絶巧に使巧しないでくだをい。 
か置の混入でを、义災の原因になります。 





——ガソリン禁止 



•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったとさは、 
あ〇てずに緊急消火レバーを押して消乂して<ださい。 

•変磬巧油(持ち越した灯ミ由など)、不純灯油（巧油しソがの油- 
水-ごみび混入した打油など）は、絶対に使用しないで<だ 
ごし、。 

異常燃焼や故障の原因になります。 

•市販されている助燃剤(添加剤)は使巧しないでください。 

異常燃焼を起こすおそれびあ0まず。 

摩)灯油の保管のしかた /TN 


巧油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を峽きかけます 
(火の気のない巧でおこなつてください） 


〇好油 


X ガソリン 


•巧油は必ず火気、雨水、ごみ、高湿 V 

おぶび直射曰光を避けた場所に保管 ： 

して < ださい。 

•の油の容器は専用のされいな容器を_ じ ぶ: 
使用してください。また打油容器は 抗 — 鸟请 
必ず J に認定品で色つをの打油専用 I —' — vy 
容器を使用してください。 r ご 

• 打ミ由容器巧の灯油びみないと温度変——^—— S 
化により結麗して水びたまることび 
最〇ます。 

• ドラム生などで、長期間大亟に保管しないで<ださし、。 

•おモ樣の手のとどかない巧に保管して < ださし、。 
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义筋 K 换 


濡れたままです。 

良い保管 

直射日光、雨水び当たらず、 
乂気のない冷暗所へ保管 


すぐに乾いてしまいます。 
悪い保管 

直が曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室かの保管 
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C _ を質灯油とは 

• 古い巧油。（ひと夏持ち越した灯油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場巧に保管した巧油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管したむ油は変質しやすい。 
•変質のひどいものは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

• 変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 


/ るい打油は 
\ 使わなし、で . 


0 

使用禁止 


_ 不純な油とは 

む油じ(がの油（ガソ U ン、シンナー、天 
ぷ b 油、機械油、重油など）びほんのみ 
しでち混入した巧油。 

かやごみび混入した灯油。 


0 

使巧禁止 



/ ロミ由む巧 ■ の \ 
ミ由、水、ごみを 
\入れないで ノ 

















■巧質な油や不純な油を使用しますと、しんにを■の夕 
ールびたまり、しんの巧端び固くなつたり、点义しに 
くくなったり、しんび上下しにくくなったり、巧び大 
をくな6なくなったり、激しいにおいがしたりしまず。 
また、消义時にしんび下び5ず义び消えなくなりまず。 


お質打油や不純な油を使用ずると 


万一を質'灯油や不純な油を使ったとさの処置のしかた 


• 水の混入した灯油を使巧しますと、しんび上下しにく 
くなったり、油タンクに丹油び残っていてをがび小さ 
くなり、異常燃焼を起こして激しいにおいびしたり、 
火び消そた D します。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いものび湿入し 
た灯油を使用しますと、火災の原因になります。 


1油タンク内の悪い好油を抜きおり、良質の丹油で内 
I 部を2〜3回洗浄してから良質の打;'由に入れ醬无て 
<ださい。 

C 悪い灯油び残っていると再発します。） 

P 14ぺージ rwi 己しんの手入れを ずるをを照し 
じて、しんの先端の固くなっている部分を、ラジオペ 
ンチなどで軽くつぶしてから、しんのか5焼をクリ 
一ニングをおこなってぐだをい。 

3 しんの手入れをおこなってち効果のないとをや、水 
びを量に混入している場合は、しんを取 D 替えてく 
ださし、。 

醬えしんにつレては、販売店までお問い合わせくだ 
さし、。 


-お願し、- 

変質巧油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保詔期間中でちち料修理とな0ます。 


変質打油•不純打油の見分けかた （コップに水を入れ、次にの油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


保管期間び短く、水と同じ無色透明な 
ら正常 。, ---- 


かしでを色びついていたら使用しない。 



0 

使用禁止 


♦紫が線で巧油び劣化した時は、巧油び 
変色しにくく見分けかたび難しくなり 
ます。 

ひと夏持ち越した巧油は巧色透明でを 
絶对に使用しないでください。 


乾聖油は別売です。 

市販の単二形乾電池 （ 2個)を購入して 
<ださい。 

I 本体後ちの醒池ケースカバーを取り 
I はずしてください。 


巧販の単二形乾聖池 （ 2個)を睹入の 
うえ、電池ヶースの@0表示に正し 
く合じせて取 D 付けて < ださい。 
•新しい乾單池と古い乾畢池、種類 
の違ラ乾電池を混ぜて使用します 
と、点火でさなかったり、点义し 
に<<なった0、液漏れや破裂す 
る原因にな0ます。 


、 ケースカ/て一 


單池ケースカバーを、元どお0にお 
り付けてください。 




-お願い- 

製品の輸送中に生じたガラスか茵の破損、燃焼茵のをお、 
ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べて<ださい。 


乾電池を取り付ける 


お使いになる前に 




\ 

\ 









使巧前の華摘 


給油のしかた 


•ストーフを使用するとをは、ときどさ油量計を見て、口油びあるかどうか確認し、油墨計の針び ro 」 の位置をおす前に給油し 
てぐだごい。 


給ミ由は、おず消义して、ストーブの温度び巧巧に下びつてか6おこなつてください。 


A 畳ち化 隨油ま、がず;肖义して、 
ムー胃 a 火災の原因になりまず。 



A ま意 


給油は、必ず义の気のないところでおこなってください。 
火災のおそれびありまず。 


給油□ふたを開ける。 

給油口ふたを、を（〇)に回し 
て取ごはずしてください。 


油量計を見なが5給油ずる。 

• 市販の給油ポンプの先端を U 
止まるまで軽 < 善し込んで、 

油靈計を見なび5給油して 
<ださい。 

(ホースび抜けないよラに ^ 
手で固定しなが5給油して ^ 
くだごい。） 

• な油は、油量計の r 満」の位 巧■の 
置まで給油してください。 お 置 
r 盾:」の位置まで入れ過ぎま 
すと、あふれ出ることびあ 宿陕の 
0ますので巧分を意してく 竺 1- 
だごい。床を巧したり、臭 
気や乂災の原因になります。 



1 


pm 


-お願し、- 

•オート給油ポンプを固定ずる場合は、ホースを油タン 
クにクリップで固定でをないので、必ず、ホースが給 
油□か5巧けないように手で固定しなび6使用してく 
ださい。 

•オート給油ポンプの「満里位置」の調節は、ポンプのお 
撒説日月害にがっておこなってくだごい。 


I 給油口ふたをしっかり締める。 

•給油たを、ち（(〇)に回し 111\ 

てしっか0しめてください。 ^ n || \ 

•巧油容器のふたも、しっかり締 
めておいてください。 =5^^ 


こぼれたなミ由はよくふを取る。 

• こぼれた灯油は必ずを ri いにふ 
を取つてくだごい。 

危険ですし、燃焼中に臭気を発 
生する原因にちなります。 


点乂前の準備と確認 


水平の確認 


>水平な場巧で使用してください。 

ストーブは、必ず水平な安定した場巧で使巧してください。 

ストーブび、傾いていないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめて<ださし、。 
ストーブを傾いた巧態で使用しますと、巧展自動消火装置び誤作動することびあ0ます。また、転 
倒しやすくなった0、異常燃焼の原因になります。 


巧震自動消乂装置のセット 


(再セットずる場合でを同じ手順でず。） 


しん調節つまみを r 燃焼」の方向へゆっくり回ず。 

* しん調節つまみを 、 r 燃焼」の方向（〇)に、ゆっくり止まるまで回しますと、巧屢自動消乂装置 
び自動的にセットされまず。 

■巧禁自動消乂装置をセットするとをには、「カチカチ」と音びして、みし重くなります。 


点义前の確認 


燃焼筒のセットを5崔 IS ずる。 

•点火操作をずる前には、お、ず、燃焼筒び正し<しん調節器にセットされているか、がが筒つまみ 
を左ちに2〜3回動かして、スムースに動くことを確かめてくださし、。 

•ストーブの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認して<だ 
ごい。 

可燃物びあると乂災になるおそれびあります。 







?c 


初めてお使いになるとさは、点火後、機器に付着している 
ほこりや油び焼けるにおいびしますび、しばらく使用して 
いただければにおいはなくなります。 

点义後しば日くの間は、炎び巧定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」 
と燃焼音びしますび、異常ではありません。しばらくする 
と炎び安定し、音びしな<な0ます。 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ（から焼きク 
リー ニン グ）をしたときは、給油を約15分 W 上待って、 
しんに巧かな油がのい上げ5れてから点乂してくださし、。 
充分に吸い上げ5れていないが態で点义しまずと、点义 
ヒーターのフィラメントを変おさせたり、しんを傷めまず。 


しん調節つまみを「燃焼 J の方向へゆっく 
り回ず。 

•しん調節つまみのを、 r 燃焼」の r - ). 

方向（〇)にゆっくり止まるま Lf *- J 

誠芯猜しも kmd 


1しん調節つまみを r 燃焼 J の方向へゆっく 
り回ず。 

しん調節つまみを、 r 燃焼 J の方向 r - k 

CO ) にゆっくり止まるまで回し r 

誠溫りまず） kmm 


/しん田節つまみ 


山ん巧面つまみ 


点义レバーをゆっくり巧し下げる。 

点火 レバーを r 点火 J の方向 （♦) に 、I 
ゆっくり}甲し下げてください。 . ^ 

(点火します） Ji'f 




な义レバ - 


义が薦いたことを確認し、点乂レ y '：‘一 を戻ず。 

火び着いたことを確認したろ、手 I h 

を点乂 レバー か5ゆっくりはなし ，- ) 

てください。 


端 

—ス 



燃焼筒のセットを確認する。 

点乂操作を、扉を開けがが固つま 
みをちちに2〜3回動かし、燃焼 
筒び正しくしん調節器にセットさ 
れているか、しんの上にのつてい 
ないかを必ず確かめてください。 


扉を閉める。 

扉を閉めて<ださい。扉を開けたまま使用すると、風の 
影婴を5けて異常燃焼を起こずおそれびあります。 

-お願い- N 

I 点义ヒ-夕—付近から白煙が出て点义しにくぃときは、 
点义レバーをがし戻ずと点义しやずくなりまず。点乂 
ヒーターの フィラメントを、しんから！〜 1.5 薩離ず 
のが一番点义しやずぃ位置でず。 

I 点火操作をしたとさ、点火ヒーターの赤熱び不充分で 
点乂しにくぃ場合は、新しぃお蛮池〔単二お乾電池： 

2個〕をご購入のラえ巧換して使用して<ださし、。 

(目ページ巧 盤を取りけける」を参照） 


扉を開けて、が炎筒つまみをゆっくり持ち 
上げて、マッチや市販の点乂用ライターで 

点火する。 1||圓山1111 

•扉を開けて、が炎簡つまみをゆ を 嗎議 NHH P 
っくり持ち上げて、マッチや巧 
販の点火用ライターなどを使っ f を'^^ \ 

てしんに乂を着けてください。1 

•たばこ用のライターで点火しなし イんぶ避 ( / 
いでください。 ''{'も 

•マッチで点义した場合は、マッ 
チの燃えかずを、しん付近や機 
器のに落としたり、置台の上に 
置かないでください。 

乂が着いたことを確認し、巧炎筒つまみを 
ゆっくり戻ず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

• 火び着いたことを確認した5、 111111 I ||1|1 

がが筒つまみを左ちに2〜3回 p m 瞧酸 
動かし、燃焼茵び正しくしん調 一'窯筒 
節器にセットごれているか、し' 

んの上にのっていないかを必ず)吹 
酸めてください。 

• 乂が着いたことを確認したら 、、—一 
しん調節つまみを少しだけ（点 
乂した义び消えない程度に）消 
火の方向に回してみて、引っか 
かりびな<スムースにしんが下 
ば5れることを確認してか5、 

ちラー度しんを上げて使巧して 
<ださい。 

しん調節つまみびスムースに回らないとさは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点乂操作を 
始めからやり直してください。 

• ライターをス I ー ブの周囲に放置しないでくださし、。 

扉を閉める。 

扉を閉めてください。扉を開けたまま使用すると、風の 

影響をラけて異萬燃焼を起こすおそれがありまず。 


点乂のしかた 


使いかた 




巧いかた 


炎の調節のしかた 


•巧の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

■しん調節つまみを间してがを調節する户すは、のの巧な法 • のイフストをよく見て、必ず正常臟焼の範囲で使巧して<ださい。 

瞧 

最大正常燃焼のとさのがの長さは 1 巧が板から ]〜2 cm です。 



[異 常 

正 常 

正 常 

異常 


% X 

樹 

内炎板 Q 

〇 

X 

しんが上びり過ぎ 

(がび大をくな D すぎている） 

最大正常燃焼 

最小正常燃焼 

しんが下がり過ざ 

(炎び出ていない） 

ずずや一酸化炭素び 
多く発生する 

炎び内炎板か5 

1〜2じ巾出る状態 

がび内が板ひ6 
出ている状態 

においや一酸化炭素び 
をく発生する 


(§) 炎①大ささは上四のように、正常燃焼の範ほでご使用ください。 

■点乂後2分ほどで、炎び上びってきます。しばらくすると炎び長く伸びてきます。炎び剪いよく環 
状に、斜め上方に燃え上びるのびよい状態です。 

•室内溫度び上昇してがび大をくなりすぎて、すすび出ることがあ0ました6、しんを下げてがを調 
節してくだごい。 

•燃焼中は、時々おを見て、正苗燃焼であることを確認してください。 

正常燃焼でないとさは、がの調節をして<ださい。 

•炎は全周均一には揃いません。上図^の給のよラに前渚をちに伸びたおの長さは、それ 
ぞれ異な D ますび、その比率び1巧2 < らいでを正常です。 


义力を弱くずる場台のま意 


•乂力を謂くした場合でを、おび巧炎ネ反から化ている状態で使巧して<ださい。 

•あまり义力を弱くすると、においや一酸化炭素びをく発生し、しんにタールび付着します。 

•使用時間の経過につれて、燃焼筒やしんの劣化によって炎びルさくなることびあります。しんをいっぱいに上げてを炎が大き 
くならないとさは、 14 ぺージ r 保管1 2 しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをおこなってくだごい。 

■変質な油や不純丹油を使用してしまい、しんにタールび付覆したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなとさは、14ページ rwi 2しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入 
れをして < ださし、。 


肖乂のしかた 



通常の消义の場合 


1 しん調節つまみを、「消乂」の方向へゆっくりと回ず。 

しん調節つまみを r 消火」の方向（〇)へゆっくり止まるまで回してください。（速く回すとにお 
いび出やすくなりまず。） 

2消火を確認ずる。 

•においを少なくするため、4分程燃焼(炎び一部残る）して消火します。 

• 消乂操作後は、火び確実に消えたことを必ず確認してください。 


緊急の消乂の場合 


@緊急消义レノ V ’一を押し下げる。 

緊急消火レバーを巧し下げて、巧裝自動消乂装置を作動させてください。 

このとき急速に消乂させるため、においやすすび発生することびあ D ます。 

•しんび下が5ず消义でさない場合は、しん調節つまみを回して、しんを下げて<ださい。 
それでをしんび下び5ない場合は、义が消えるまで燃やしをつてください。 








■油タンク、置台の表面に、油びこぼれた0、たまった 
D 、 にじんでいませんか。 

[乂ぶの原因にな0ます] 


•こぼむたり、たまったり、にじんだ油はされいにふ 
さ取ってくださし、。 


舰用獅入部 
(しんま巧節韻) 


_ 点巧巧客 

■置台にほこりびたまつていませんか。 

»屋台の上に物び入りこんでいませんか。 
[異常燃焼や乂災の原因になります] 


_ 処が法 _ 

置台を取 D はずし、たまったほこり、ごみなどを掃 
除機で吸い取った D 、 雑巾などでふさ取って<ださ 


ガラスタ備 


♦欠けた0、割れた0していませんか。 
[異常燃焼の原因にな0ます] 


♦新しいガラスが筒に交換してください。 


ミ由漏れ • 油漏れはありませんか。 

[乂災の原因になりまず] 


■油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お賈上 
げの販売店に修理依頼をして<ださい。 


巧震自動消乂装置 


対巧自動消义装 S は、ストーブ本体び化巧(巧度約5 W 上)や強い振動、お擊を受けたとき、义災などのを険を防ぐたゆに自動 
的に消义をせる安全装置でず。 

地展によって作動した場合は、周囲の巧燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、ミ巧びこぼれていないかなど異常びな 
いことを5き認したを、再点义してください。 


巧震自動消义装置の取扱い上のま意 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消义の際に巧巧自動消火装置を作動させますと、においび発 
生します。 

•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するときなどは、しん調節つまみで消乂した送、緊急消乂レバーを押し下げて巧 
露自動消义装國を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないときは、対巧自動消义装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放-因しますと、巧展自動消乂装匿の寿命に悪影響をあたえます。 

♦ふをこぼれやすい牛乳-錦物の煮たをり呆温）に、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんにタールび付寇して固くなっていたり、かを含んでいると、しんの上下操作び重くなり、对巧自動消火装置び作動しても 
消乂性能が善しく悪くなり、乂災の原因になります。 


貞検•手入れ 


点検 • 手入れのしかた 


点横•手入れをおこなラときは. 


ストーブを消义し、本体の温度び巧分に下びってか5おこなって<ださし、。 
手をけがしないよラに手袋をはめて、おこなつてください。 

巧惡自動ミ肖火装置の巧りはずし、分解はおこなわないでください。 

おず乾電池を、空地ケースから取りはずしてからおこなってください。 


使ラたびに 


点巧苗巧 

1 

点ち内容 1 



処■巧法 


ストーブの♦ストーブの周四に可燃物や障書物びありませんか。 
周囲 [乂がの原因になります] 


•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
なレで < ださし、。 


消乂のしかた 


•時間に余裕びない場合は、天板の巧からコップ2杯 (40 日 me 程度)の水をかけて消火してください。 


ホ:をかけると水蒸気び出たり、ガラスが筒び割れることげあります。あわててヤケドをしないよラに、 
手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってください。また、あとで油タンク巧のが 
の入った巧油を巧を、しん交換び必要です。 


•しんを下げ6れない原因は、しんに夕ールがたまっていたり、水を含んでいることびありますので、14ページ 
保管 12しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。 



消乂後再点乂するとをのま意 


消火を、約5分間は再点乂しないでください。燃焼筒び;令えないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点义しないことびあります。 


れりみ 
ぼまじ 
こたに 
油油油 










































為横*手入れ 


ミ由タンク •油タンクに水やごみびたまっていませんか。 

[ しん上下の操作び重くなったり、錯や油漏れの原因 I こ 
なります] 



•感巧部にごみの付着や銷はあ0ませんか。 
[巧霞自動消火装置び正しく作動しません] 


•ごみやほこりは、やわらかい巧できれいにふき取つ 
て < ださい。 

•鏡びを壁に発生している場合は、お質上げの販売店 
に修理を依頼して < ださい。 


しん 


• しんの先端に夕ールび付透して、 
か。 


固くなっていません 


•夕ールび付着している場合は、14ぺージ rwi 2 
しんの手入れをずるに従って、しんの手入れをおこ 
なってください。 

•しんの手入れをおこなつてを効果のない場合は、新 
しいしんに交換してください。 


燃規筒 •燃焼筒の細かい巧に燃そかすや、すすび付着していま♦ブラシなどを使って、燃えかすや、すすをおり除を、 

せんか。 をれいに掃除してください。 

[異常燃焼の原因にな0ます] 


»点火ヒーターのフィラメントは巧分にホくなつてし、ま 
すか。 

[乾輩池の單圧(消巧)点検] 


赤熱不足の場合は、目ページ 逝を 巧り巧ける1 
を参おして、新しい乾單池に交換してください。 


点义 
ヒーター 


>点火しない。あるいは、点火しにく<ぁ0ませんか。 
[点火 ヒーターを 点横] 


0 


フィラプン户 


正度 


点火ヒータ ー I 


X 




X 


X 


• 点义ヒーターのフイラメントび 
変形している場合は、公ず鶏池 
ケースから舊擊池を抜いて13ぺ 
-ジ II をの::-夕一 の巧巧の し 
をた]を参照して本体をはずし 
てから、マッチ棒などで図のよ 
ラに軽く修正してくださし、。 

•変形がひどいをのや、断線して 
いる場合は新しい点乂ヒーター 
に交換してください。 



点検苗巧 


点巧巧容 


化■方法 


巧巧自動 
消义装屋 


»しん調節つまみを回してしんを上げてか5、置台をゆ 
すると、巧震自動消火装置が作動します。そのとさし 
んび下び D ますか。 

[確実に消义することを確認] 


•しんび完全に下びらない場合は、しん、感巧部の項 
の点検をして < ださい。 

•販売店に修理依頼をしてください。 


点巧窗巧 


嫌内容 


処！■方法 


点検•手入れのしかた 


しんに夕ールび付清していると、次のような不具さび 
発をします。 

•消火操作をしてを、しんび下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにできない。 

•点火操作をしてち、点火しない。あるいは、点乂し 
に < し)。 

•がび大をくならなかったり、燃焼中ににおいびする。 


点巧因巧 

点巧巧容 

処献法 

点义装坦 

• 点乂装置の作動はスムースですか。 

[点火不良の原因にな0まず] 

•点火装置に付着したごみやほこりは、防鐘潤滑剤 （CR 

C 等）をかけてか5、されいななでみさ取って<ださい。 

•13 ページ！な义ヒーターの53^のしかた1を参照して、 

本体を取りはずしてから手入れをしてください。 

•請び多いちのや、汚れび取れず作動び悪い場合は、お買 
上げの販売店に修理を依頼してください。 


_ 定期点検のおすずめ （2 シーズンに1回) 

長期間使用されますと、機器の点検び必、要でず。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お質上げ店、または、修理資格ち[(財） 
曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習会修了者（石ミ由機器技術管理±)など]のいる 
店などに点検依頼されることをおすすめします。__ 




2箇月に1回攻上 


1箇月に1回 LU 上 



のの< 
販クて 
市ンし 
、夕出 
て油い 
し、吸 
ずで、 

はどを 
をなみ 
たプご 
ふンや。 
□ポ水い 
油油かさ 
給給中だ 
0 



故障 • 異常の見分けかたと処置ち法-修理を依頼される前に- 
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操 
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び 

重 
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乂 

の 

回 

ご 

び 

遅 

い 

乾 

電 

池 

の 

消 

拜 

び 

殻 

し 

い 

、 

処置ち法 

し 

ん 

しんの出過ぎ。 

B 

1 

B 


B 


1 

1 

1 

1 

しんを下げて、炎を調節ずる。 

しんの出びみない。 

B 

B 

1 


B 


1 

1 

B 

1 

新しいしんと交換ずる。 

油タンク内に水び入っている。 

しんびかを含んでいる。 

B 


1 


1 


B 

B 

B 

1 


しんにタールげついている。 

B 


1 


B 


〇 

〇 

〇 


しんの手入 n をする。 （14 ページ参照）また 
は、新しいしんと否換する。 

油タンク巧の灯油を正常な灯油に交換ずる。 

巧 

炎 

筒 

如 

炎 

筒 

パ’ 

を 

f:-;i 

列が筒がしんの上にのっている。 

1 


B 


B 


B 

1 



点火してから必ずがが筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 

巧が筒•外が筒の変お。 

1 


B 




1 

1 



内が筒•が炎筒にガタツキびないか、真円に 
なっているか確認する。（変おしている墙合 
は販売店に連絡する。） 

しん調節器とが災筒との間にすさ間 
びある。 

1 


B 


B 


1 

1 



しん調節器の上面にタールびついていない 
か。又はがお筒下部に不揃いがないかを調 
ベる。 

夕けた0、割れたりしていまだんか。 

1 


B 


B 


1 

1 



ガラス外筒を巧換する。 

燃 

料 

灯油げ変質している。（汚れたミおや 
ポ IJ 容器で1年間持ち越したミ由など） 

曰 


1 


B 


S 

B 

B 

1 

正常な灯油に否換する。 

新しいしんと巧換する。 

巧油び水やごみを含んでいる。 

B 


1 


■ 


B 

B 

B 

1 

正常な： la ミ由に交換ずる。 

新ししんんと交換する。 

乾 

輩 

池 

乾里池び消耗している。 

B 


1 


■ 


1 

1 

1 

1 

がしい乾壁池に交換する。 （6 ぺージ参照） 

正し < 入れていない。 

曰 


1 


■ 


! 

1 

! 

B 

正しく入れ直ず。（日ページ参照） 

点 

乂 

装 

置 

点火装置のコードびはずれている。 

白 


1 


■ 


1 

1 

1 


二!ードびはずれてし、ると苗ま正しく莲しぶむ。 
その他は販売店に連絡する。 

点火装置びショート媽絡）している。 

B 


1 

1 

1 


1 

1 

1 

〇 

ショートしないぶラに直す。 

不明の時は販売店に連絡する。 

贵 

1 

点火ヒーターのフィラメントの形状 
び正甫でない。切れている。 

B 


1 

1 

1 


1 

1 

1 

1 

11ページ1点ルヒーター1を善照して正し 
く直ず。 

点义ヒーターを交換する。 

置 

厚 

置台に、 ごみ、 ほこりびたまっている。 

■ 


H 

■ 

■ 


1 

1 



置台を掃除する。 


お手入れ•保管 
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部品交換のしかた 


•替えしん、点火ヒーター、ガラスか筒、巧お筒、かお筒などの交換部品が必要な場合は、お買上げの販荒店にご相談ください。 

•部品び販売店にない場合は、別紙の I お 客様相談 窓までお問い合わせください。 


しんなどの交換部品は、がずトヨストーブ純正部品(指定卽品）を使用してくだごい。 

す胃 純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想できない事がが 

篇生するおそれびありまず。 


部品交換のとさのま意 


〇 




•ご自分で部品な換立れる場合は、下記の項目を守り、やけど、けびなどしないよう注意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってくだごし、。 

⑤乾電池は必ず電池ケースか5はずしてください。 

③手をけびしないように、手袋をはめてください。 

•不完全な修理は危検です。お買いボめの販売店か、（財)日本石油燃焼機器保守協会でおこなう持術营理講習会修了者（石油機 
器技術营理±)などのいる販売店で修理を依頼されることをおすずめしまず。 


しんの交換のしかた 

卜3ストーブ純正適合しん 

トヨ耐熱しん第23種 r 商品コード:1102日207 

しんの交換方法- 'ま意内容は、トヨ耐熱しんに添付されている取扱説明 
書をお読みください。 


ガラス外筒の交換のしかた 



J 旧適合検査合格品はこのマークび貼つ 
てあります。マークの色おは、白地に赤 
インクで表示されています。 


適合ガラスか筒 ML - 吕已已 

商品コード:12日15902 

適合ガラスか筒 RB - 吕已 B 

商品コード:12日15102 


I 5ぺージ rXF — プを取0出ず1 の3、4項を参照して、つり手を取り 
I はずしてから天板を取 D はずしてください。 

) ちいガラスが筒を取 D 出し、新しいをのと交換し、元どおりに巧り巧け 
■ 了く財し、。 -お願い--^ 

RB -25 B のガラスが筒には上下がありまず。 

ぼかしの入つている測を下にして取り付けてください。 



が炎筒•巧炎筒の交換のしかた 


適さが炎筒商品コード:12015825 適合巧が筒商品コード:120158日6 


•がお筒•巧《筒の構成部品び、変形していた0、ひずんだり、破損した場台は、お買いホめの販売店、または別紙の 
担醫巧口- H I までお問い合わせください。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ぺージ [ 巧巧池巧取り f 巧于る"! を参照して、必ず2個とも巿版の新しい乾里池〔単二お乾巧池〕に交換してください。 
•取りはずした巧い乾輩池は、表示してある使用推奨期限巧は、輩池能力び残っていれば化の製品に使用でをますので、再和用 
されることをおすすめします。 


点火ヒーターの交換のしかた 


点化-夕-商記コ-ド:端がぶ) 


本体の止めねじ3本をお0は h 

ずし、本体を上ちへ持ち上げ^ „ 

て，取りはずしてください。離綱 iH 
片手でヒーター巧ルダーをつ 一 ^一 
まみながら' 点义 ヒーターを 

押しつけなびら回して、ヒー-^ 

ターホルダーか5抜さ取って<ださい。 
片手でヒーターホルダーをつまみなび 
5、新しい点火ヒーターの凸部をヒー 
ターホルダーの溝を通すぶラに入れた 
5、巧しつけなび5回して、点义ヒー 
ターの凸部を、 ヒー ターホルダーの凹 
部にはめ込んで < ださい。 

•点乂ヒーターのフィラメントに、指 
を独れないぶラにを意してぐださい。 


• 点义ヒーターの交換をするときは应ず、乾電池を谭池ケースから取りはずしてください。 
乾聖池を入れたままおこないまずと、やけどをずることびあります^__ 

I m T A 本体をかぶせ、外炎筒を正し< しん h 

J 4調節器の上にのせて、本体の止めね —— 一一 

lii じ3本で取り付けてください。 %ぶ nrti 能一 


A 

tl 

M 


の。部^^ 


ヒータ-ホルダ ー L 
ヒーターあルダーの1 


扉を開け、か炎筒つまみを持って軽 
く左ちに2〜3回動かし、か炎筒び 
しん調節器の上に正しくセツトされ 
ているか、しんの上にのっていない 
かを必ず確かめてください。 

乾電池 （2 個)を.電池ケースに©© 
を正し < をわだて入れて < だごい。 












































保管（長期間使用しない場合) 



長期間使用しないとき及は保管ずるとをは、必ずなミ由を抜いて、空池ケースから乾要池を取り 
はずして < ださい。 

傾けたり、横剧しの:]犬態では保管しないでください。 

义災のおそれがありまず。 


〇 

指示 


油タンク巧の巧油を抜き取る。 

•油タンクの給油□ふたをはずし市販の給油ボンフの吸込側を油タンクに差し込んで、油タンク 
内の灯油を抜を取って < ださい。 

•油タンクに水やごみび残ったままな管すると、謂や油漏れの原因になります。をれいな灯油で 
すすざ洗いをして < ださい。 

しんの手入れをずる。（か5焼きクリーニング） 

お願い 



しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

しんの手入れ中はにおいびしまずので、固5屋の換気をおこなってください。 


①13ぺージの I 点义ヒーターの巧巧のしかた I の1項を参照して本体を取りはずし、しんの先端 
び固くなっている時は、ラジオペンチなどで固い部分を醫くつぶしてか5おこなってください。 

③前項1の手順で油タンクの灯油を抜き取ってください。 

③ 本体を元通りに巧り付けてください。 

④ 通常の点义操作をして、正しく燃焼させてください。 

⑤ 义力びルさくなったら、しんを一杯に上げて自然に消义するまで燃やしをってください。 

置台を取りはずし掃除ずる。 

油タンクを矢印のち向に回して置台をおりはずし、置台の上のほこりや巧れを取り除いてください。 

取りはずした»台は、化ず元通りに取りつけてください。 

電池ケースか6乾電地を取りはずず。 

乾單池を取りつけたまま保营すると、液漏れしてストーブを腐食させることびあります。 止め巧/ 

巧喪自動消乂装置を作動をせる。 

对巧 自動消火装置を作動ごせ、しんを下げた状態にしてくだごい。 

点検、掃除をずる。 

の10ページの r な巧-を入れの!:^^ の巧目にしたびって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

⑤ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるをのは新しいをのに交換してください。 

⑤ス1'■ーブの巧れは、めれた布で成いて落とし、乾いた巧で水気を取り除いてくださし、。 

収納ずる。 

包餐箱に入れて、湿気のかない場所に保管してください。 

「取扱説明かや r 保証ま」 をちれずに大切に保管してください。 

お願い 



油タンク 



高温を湿、直射曰巧の当たる場所には、保管しないでください。 
鋪が出たり、樹脂部品びをおずる原因になりまず。 


•灯油は変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使いきる）ようにしてください。 

•取りはずした乾堪池は、表示してある使用推奨期限巧は輩池能力びのこつていれば他の製品に使用できますので、再利巧ごれ 
ることをおすすめします。 


廃棄ずるとき 


本ぺージの PMSTM 期固使用しない巧合）1 の1項を参照して、油タンク巧の灯油を抜き取り、軍池ケースから乾輩池を取りはずし 
て廃棄してください。 




































お客様へ…おぼえのために記入ごれると便利でず。 


型 式 

お買上げ年月日 

年 

月 

曰 

お買上げ店名 

V 

(電話番号 ）（ 

) 

— 

) 


株式会社ミ 

本 社 名ち屋巿瑞穗区桃園町己番] 7 号 
干 4 巨 7 —日 8 己己 TEL く 0 己 2〉822—]] 44 
FAX く 052 >822-2742 





